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＜連絡事項＞

・本日渡辺　達也様東Ｂユニットから西Ａユニットへ療養環境変更の為、西Ａユニットへ転入しています。

・本日戸鎖　由美子様東Ｄユニットから療養環境変更の為、西Ａユニットへ転入しています。

・本日13：30～防災訓練実施しています。

＜患者様連絡事項＞

・大石　清志　様～臨時薬　ジプレキサ（5）1Ｔ　1×Ａ　

⇒メイラックス（1）1Ｔ　1×夕食後

に処方変更になっており7日分処方となっています。

7/178:00～7/2017:00まで外泊予定となっています。家族連絡を本日の準夜帯でお願いします。7/1710:00から姉様、SW、本人、主治医と面談を行う予定となっています。

・蝦夷森　重男様～採血検査にてCK885で緊急値ですが主治医より様子観察の指示が出て

います。　

・戸鎖　由美子様～7/17斉藤産婦人科受診予定です。入院証明書は医事に依頼しています。　　　　　　　　　　

＜転入患者様情報＞
戸鎖　由美子様(43)　　受け持ち：白川Ns　相馬(貴)　上野
主病名：躁鬱病　　入院形態：任意入院　　主治医：田名部Dr　　部屋：49号室

【入院に至る経過】

34歳時前夫と離婚し子供達の養育を行っていた。その後交際相手（現夫）との関係性、交際相手の間に子供が出来た事に対してストレスが増大。情緒不安定となり自傷行為出現。知人から精神科受診を勧められ精神科病院を受診している。担当医に対して不信感を持ち転医を繰り返している。H23.10.24ささクリニックへ転医。H24実父の大腸がんが発見されたことや、育児のストレスが増大。H24年5月多量服薬やリストカットを繰り返すようになり、ささクリニック担当医より症状の不安定さが顕著である事から入院加療を勧められH24.6.4当院初診。加療による情動の安定化を図ることを目的に当院入院となる。

【入院後の経過】

希死的発言、自傷行為、危険行為なく夜間良眠されているが熟睡感はないとの事。リストカットについては悪いことをしたとは思っていないとの事。
【備考】買い物カードなし

　　　　作業(Bグループ)、活動、SST導入していない。予測指示あり。
渡辺　達也様(43)　　受け持ち：安部Ns　根城
主病名：うつ病　　入院形態：任意入院　　主治医：安ヶ平Dr　　部屋：47号室

【入院後の経過】

入院時より嘔吐の訴えあり、食事摂取量が十分でない事から点滴療法を3日間していた。徐々に食事は摂れるようになり現在では食事摂取量が安定。入院時に見られていた気分の落ち込みも改善され、周囲との交流も増えてきている。

退院後の生活について具体化を図っていく必要あり、SW ととも退院後の生活を検討している段階である。
【備考】買い物カードなし

　　　　作業(Bグループ)、活動、SST導入

　＜プレイセラピー実施にて＞
向井　敦子　様～塗り絵の塗り方が以前より荒く、色の配色も以前に比べるとバランスが悪いです。夢か現実かまとまりがつかない様子で眠気が強い為、無理せずに休むように伝えています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・小坂　君子　様～眠気の訴えはなく自主的にＯＴに参加し最後まで取組まれています。幻聴に関する訴えは聞かれていませんが表情の硬さは続いています。睡眠は安定してきているので精神症状について観察していきましょう。

・佐々木　淳　様～日中の眠気が強く、食事以外は居眠りしている状態です。小走り・前傾姿勢での歩行が見られふらつきが顕著に見られており、見守りを要しています。介入により不機嫌さ・易怒性は見られています。引き続き、他者トラブルとならないよう観察し、転倒のないよう見守り、必要時は都度介入していきましょう。
